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陳

こ
れ
は
、
私
に
は
数
少
な
い
恋
愛
小

説

-

私
自
身
は
そ
う
思
っ
て
い
る
ん
で
す

よ
。「

相
思
」
と
い
う
ね
、
こ
れ
は
恋
愛
小
説

で
ご
ざ
い
ま
す
と
、
頭
か
ら
タ
イ
ト
ル
に

も
っ
て
き
て
し
ま
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
恐
れ

多
い
こ
と
だ
な
、
と
い
う
感
じ
は
し
て
い

る
ん
で
す
。
で
も
、
こ
ん
な
漢
字
に
す
れ

ば
、
そ
ん
な
に
生
々
し
く
は
な
ら
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
。

稲
畑

「
青
花
」
と
の
結
び
つ
き
が
、
語

感
と
し
て
実
に
相
性
が
い
い
ん
で
す
ね
。

「
青
花
」
は
、
日
本
で
い
う
焼
き
も
の
の

「
染
付
」
の
こ
と
で
す
が
、
「
相
思
」
と

そ
め
つ
け

並
び
ま
す
と
、
華
を
感
じ
さ
せ
ま
す
ね
。

陳

し
か
し
、
こ
の
小
説
は
最
初
、
ち
が

う
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
ん
で
す
。
新
聞
連
載

の
と
き
は
、
『
波
の
残
影
』
と
い
う
の
で

し
た
。

似
た
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
が
、
当
時
発
表

さ
れ
た
他
の
作
家
の
作
品
に
あ
り
ま
し
て

ね
。
そ
れ
も
、
染
付
の
こ
と
が
テ
ー
マ
だ
っ

た
ん
で
す
。
連
載
が
始
ま
っ
て
か
ら
そ
れ

を
知
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
ま
ず
い
な
、
本

に
す
る
と
き
に
変
え
よ
う
、
と
。

稲
畑

で
も
、
「
波
」
と
い
う
の
は
、
こ

の
小
説
の
テ
ー
マ
に
か
か
わ
る
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
で
す
ね
。
物
語
を
紡
い
で
い
る
横

糸
は
、
染
付
の
同
じ
壺
と
皿
、
そ
の
出
処

の
謎
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
人
々
の
数
奇
な

人
生…

。
そ
れ
ら
の
青
磁
に
描
か
れ
て
い

る
の
が
、
波
の
文
様
。
ヒ
ロ
イ
ン
の
名
前

も
ナ
ミ(

奈
美)

で
す
し
ね
。

陳

え
え
。
で
も
、
似
た
よ
う
な
題
名
が

他
に
あ
る
と
い
う
の
は
紛
ら
わ
し
い
で
す

か
ら
ね
。
ほ
か
に
も
ひ
と
つ
、
新
聞
連
載

中
の
を
本
に
す
る
と
き
に
変
え
た
の
が
あ

り
ま
し
た
ね
。
産
経
新
聞
に
連
載
し
た

『
天
外
の
花
』
を
『
戦
国
海
商
伝
』
に
か

え
ま
し
た
。

稲
畑

物
語
の
縦
糸
は
、
三
十
代
半
ば
の

神
戸
に
住
む
美
し
い
未
亡
人
と
五
十
歳
に

な
っ
た
ば
か
り
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
僑
の

実
業
家
と
の
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
で
す
。
い
わ

ば
熟
年
の
、
お
と
な
の
恋
愛
で
す
ね
。
そ

れ
こ
そ
相
思
の
、
お
た
が
い
の
情
熱
は
読

者
に
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
が
、

全
体
的
に
品
が
あ
り
ま
す
ね
。
作
家
の
人

柄
で
す
か
。

陳

恋
愛
小
説
を
書
か
せ
た
ら
、
う
ま
い

作
家
は
何
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
と
く
に

肉
欲
的
な
描
写
な
ん
か
は
、
と
て
も
太
刀

打
ち
で
き
な
い
。
そ
う
い
う
の
は
彼
ら
に

任
せ
て
、
私
は
私
な
り
の
も
の
を
書
こ
う

と
思
っ
た
ん
で
す
。

こ
の
作
品
は
、
た
し
か
私
が
六
十
歳
前

後
の
も
の
で
す
。
ひ
と
言
で
い
う
と
、
小

説
家
で
あ
る
以
上
、
恋
愛
も
書
け
な
い
よ

う
で
は
、
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。

こ
の
手
の
も
の
は
自
分
に
は
苦
手
だ
か

ら
深
入
り
し
な
い
と
。
そ
う
い
う
逃
げ
の

姿
勢
が
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
を
反
省

し
ま
し
て
ね
、
や
は
り
一
遍
、
正
面
か
ら

向
か
い
合
っ
て
み
よ
う
と
。

だ
け
ど
、
こ
れ
は
苦
労
し
ま
し
た
。
な

ん
で
、
こ
ん
な
に
苦
し
い
こ
と
を
せ
に
ゃ

な
ら
ん
の
や
、
と
ね
。
し
か
し
、
こ
れ
を

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
、
自
分
自
身
が
作
家

で
あ
る
と
い
う
認
識
が
も
て
な
い
、
と
い
っ

た
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
。

タ
イ
ト
ル
を

新
聞
連
載
時
の
『
波
の
残
影
』
か
ら

本
に
す
る
時
、『
相
思
青
花
』
に
変
更

トプカプ・サライ 新潟日報連載第1回挿絵

一
遍
、「
恋
愛
」
も
の
に
、

正
面
か
ら
向
か
い
合
っ
て
み
よ
う
と
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『相思青花』内容紹介文と主な登場人物

●
千
葉
奈
美

旧
姓
今
川
。
千
葉
康
夫
の
妻
。
実
家
は

生
薬
の
輸
入
で
知
ら
れ
た
貿
易
商
。
夫
の
突
然
の
死
の

あ
と
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
ト
プ
カ
プ
・
サ
ラ
イ
博
物

館
で
中
国
人
実
業
家
林
輝
南
と
運
命
的
に
出
会
う
。

●
千
葉
康
夫

奈
美
と
の
十
年
の
結
婚
生
活
の
後
、
出

張
先
の
ロ
ン
ド
ン
で
急
死
。

●
今
川
彰
造

奈
美
の
父
親
。
薬
学
研
究
の
た
め
に
留

学
す
る
が
絵
画
に
関
心
を
持
ち
、
家
業
を
継
い
だ
あ
と

美
術
品
を
熱
心
に
収
集
す
る
。
波
濤
模
様
の
中
国
磁
器

は

と

う

を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
持
っ
て
い
た
。

●
今
川
礼
子

奈
美
の
母
。

●
鈴
木
久
美

奈
美
の
長
姉
。

●
佐
藤
芙
美

奈
美
の
次
姉
。

●
佐
藤
輝
子

佐
藤
家
の
家
付
き
娘
。
薬
理
学
者
青
木

輝
夫
を
婿
養
子
に
迎
え
る
。
芙
美
の
姑
。
上
海
育
ち
。

井
崎
大
尉
、
ツ
ー
リ
ー
ら
と
意
外
な
関
連
を
も
つ
。

●
林
輝
南(

リ
ン
フ
ェ
イ
ナ
ン)

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
ト
プ

カ
プ
・
サ
ラ
イ
博
物
館
で
千
葉
奈
美
に
声
を
か
け
る
。

神
戸
育
ち
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
。

●
メ
フ
メ
ッ
ト
・
エ
ミ
ン

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
バ
ザ
ー
ル

の
骨
董
品
店
店
主
。
林
輝
南
と
は
父
親
同
士
の
代
か
ら

の
知
り
合
い
。
日
本
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
。
妻
、
ハ

リ
ル
。

●
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ス
ミ
ス

ロ
ン
ド
ン
の
ハ
ー
レ
イ
街
に
住

む
医
者
。
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
の
千
葉
康
夫
と
親
交
を
も

つ
。
波
濤
模
様
の
中
国
陶
磁
器
を
所
有
す
る
。
ス
ミ
ス

夫
人
の
父
親
ロ
バ
ー
ト･

ノ
ー
ト
ン
は
戦
時
中
、
中
国
政

府
の
顧
問
を
務
め
た
。

●
グ
リ
ー
ン

ア
ー
ノ
ル
ド
・
ス
ミ
ス
の
友
人
。
陶
磁
器

の
コ
レ
ク
タ
ー
。

●
ノ
ブ
コ

千
葉
康
夫
の
愛
人
。

●
ワ
ン
・
チ
ー
・
ク
ワ
ン(

王
志
光)

戦
時
中
、
妻
と
別
れ

る
と
き
に
分
け
合
っ
た
、
ワ
ン
家
に
伝
わ
る
波
濤
文
の

染
付
の
壺
と
皿
を
恩
人
の
ロ
バ
ー
ト
・
ノ
ー
ト
ン
に
託

す
。

●
井
崎
大
尉

日
本
軍
の
秘
密
情
報
部
に
所
属
す
る
。

紹
介
さ
れ
て
佐
藤
家
の
客
と
な
り
輝
子
と
知
り
合
う
。

●
莫
達(

ば
く
た
つ)

太
平
天
国
軍
が
南
京
を
占
領
し
た

時
代
の
画
人
。

●
蘭
友(

ら
ん
ゆ
う)

莫
達
の
妻
。

●
白
珠
璃(

は
く
し
ゅ
り)

上
海
に
住
ん
で
い
た
佐
藤
家

の
隣
人
白
家
の
親
戚
の
女
性
。
中
国
音
で
ツ
ー
リ
ー
と

呼
ば
れ
る
。
東
京
の
女
子
専
門
学
校
で
英
文
学
を
専
攻
。

●
黄
亮(

こ
う
り
ょ
う)

中
国
の
愛
国
者
。
本
名
は
白
明

和
。
白
珠
璃
の
兄
。

●
高
山
宗
治

吉
野
の
山
林
王
の
次
男
。
陸
軍
士
官
学

校
出
身
の
元
職
業
軍
人
。
美
術
品
の
鑑
識
眼
は
か
な
り

の
も
の
と
い
わ
れ
る
。

●
羽
田(

は
ね
だ)

大
佐

高
山
宗
治
が
最
初
に
仕
え
た
連

隊
長
。
混
成
旅
団
長
と
な
っ
て
中
国
九
江
付
近
に
駐
屯

す
る
。

●
羽
田
朋
子

羽
田
連
隊
長
の
長
女
。

●
北
原
和
也

京
都
の
骨
董
品
店
「
春
秋
館
」
の
店
主
。

メ
フ
メ
ッ
ト
の
昔
の
悪
友
。

●
三
島
伴
太
郎

江
戸
時
代
か
ら
続
く
富
豪
の
生
ま
れ
。

イ
ギ
リ
ス
留
学
中
に
、
流
出
し
た
日
本
の
美
術
品
に
接

し
、
美
の
世
界
に
の
め
り
こ
む
。
美
術
品
を
訪
ね
て
日

本
中
を
行
脚
す
る
。
林
輝
南
に
メ
フ
メ
ッ
ト
を
紹
介
さ

れ
る
。

●
村
上
良
子

証
券
会
社
を
経
営
し
て
い
た
村
上
家
の

夫
人
。
休
沐
園
に
住
む
。
村
上
家
は
多
く
の
美
術
品
を

き
ゅ
う
も
く
え
ん

収
集
し
た
と
い
わ
れ
る
。

●
坂
井
聡
子

村
上
良
子
の
姪
。
林
輝
南
と
結
婚
す
る
。

●
孔
淑
貞(

こ
う
し
ゅ
く
て
い)

汪
兆
銘
政
権
の
要
人
孔

学
章
の
娘
。
日
中
混
血
児
。

主
な
登
場
人
物

■
作
品
冒
頭
、
ヒ
ロ
イ
ン
奈
美
が

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
ト
プ
カ
プ
・

サ
ラ
イ
博
物
館
を
訪
れ
る
く
だ
り

で
す
。

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
時
代
、

ス
ル
タ
ン(

回
教
王)

と
称
し
た
皇

帝
の
宮
殿
は
、
こ
の
ま
ち
の
ア
ジ

ア
側
に
あ
り
、
ト
プ
カ
プ
・
サ
ラ

イ
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
い
ま
そ
こ

は
博
物
館
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
ト
プ
カ
プ
・
サ
ラ

イ
は
左
の
画
像
の
よ
う
に
、
金
角

湾
を
挟
ん
で
新
市
街
が
遠
望
で
き

る
小
高
い
丘
の
上
、
旧
市
街
の
先

端
部
分
に
あ
り
ま
す
。
新
・
旧
市
街
、

共
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
で
す
。

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
を
熟
知
さ
れ

て
い
る
陳
舜
臣
さ
ん
が…

。
私
の

思
い
違
い
？

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
こ
と

ト
プ
カ
プ
・サ
ラ
イ
は
ア
ジ
ア
側
？www.travelbook.co.jp より



恋愛小説に、壮大という言葉は似合わないと思う

のですが、恋愛小説だということを忘れさせるくら

い時代も場所も規模の大きな小説でした。

陳舜臣は、後の対談で〈恋愛小説を書いてこそ

「作家」になる〉と書いています。その続きに、

〈恋愛というのは、小説の主要なテーマですからね〉

とも語っていますが、人間とはいかなる者かを具体

的に把握し表現するには、恋愛小説が最適と作家な

らずとも思います。

この作品は、陳舜臣が地理的にも歴史的にも自分

の得意な土俵の中で構成しています。トルコのイス

タンブールもイギリスのロンドンも出てくるし、中

国や日本の地名も重要です。時代は19世紀半ばから

現代までの話ですから一人の人の寿命では間に合い

ません。

これだけの時と場所を集める一点

を、作者は「青花」としました。

まず、「青花」（染付）が波濤文
は とうもん

の壺と皿として登場し、異なる場所

に同じ物が二つある謎を提供します。

この謎を知ろうとする女性の行動を

追って展開するので、ミステリー小

説の要素が濃いとも言えるのですが、

その「青花」を製作した思いが「相

思青花」という特別な焼物であった

ことになると、恋愛小説っぽくなり

ました。それでも、その焼物をめぐ

る時空の背景は、歴史小説とも言えて、小説の範疇

分けはどうでも良くなる大きさです。

陳舜臣は、「莫達」という文人と、その妻「蘭友」
ばくたつ らんゆう

との関係を描きます。書物に浸り、波風を避けてひっ

そりと暮らしたい夫「莫達」に対して、太平天国の

反乱に加わり腐敗した清朝政府を倒したい妻「蘭友」

という取り合わせが、「迷橋図」という絵の解説と

して語られます。書物を持つ男性と剣を持つ女性が

橋の両側から歩み寄る図は、革命派の妻と穏健派の

夫が、お互いの意思を尊重した結果、一時的に別々

の暮らしをしても、やがてまた共に暮らすようにな

るという暗示でした。愛しているという理由で相手

を束縛したがる恋愛感情を抑え、ただ自分の妻への

思いを景徳鎮の陶工に作らせた磁器に込めるのは、

やはり愛のスケールの大きさでしょう。

この「相思青花」と名付けられた磁器達が、縁あ

る人々の間を廻り、それぞれを結びつけていくつも

の「相思」の姿をみせていくのを追っていると、登

場人物達がだんだんまとまってきます。イスタンブー

ルから始まって、全く関係が解らなくて登場してき

た人物が、後半部分では、何本もの糸がつながって、

それぞれにジグソーパズルのピースの一つの役割を

演じていることを明かしてきます。

記憶や手紙がそろって、登場人物の関係図がみご

とに収まりましたが、「相思青花」として作られた

皿、壺、瓶、枕が大陶板の中に集められると、「莫

達」が「蘭友」のおもかげを留めるために創ったも

のだったと知らされ、これには驚いてしまいました。

「蘭友」の太平天国にかけた夢が哀しい結果とな

り、「莫達」は、「相思青花」の焼成後、妻の壊れ

た夢の結果を隠すべく波濤文を書き入れました。

寄せては返す波の如く、一夜の妻への思いが波頭

を作っては次の夜の波に場所を譲り渡す、その繰り

返しの別離の間の思いを集めて、妻の哀

しい思い出を隠したのでしょう。焼成後

に書き加えられた波濤文様の「青花」が

どのようなものだったのか知りたいと思っ

ていましたら、当番さんが、後で書き加

えたと言ってもいいほど生き生きとした

波濤模様を探しておいてくださいました。

『元・明の青花』（中国の陶磁８ 平凡

社）の写真です(左の画像「青花龍文双

耳瓶」) 。

1850年代の太平天国の時代に焼成され、

中国の抗日戦線や第２次世界大戦中の歴

史の流れの中で、妻と別れるときに分け

られたり、命を救って貰ったお礼にプレゼントされ

たりと、「莫達」の磁器の行方はばらばらになりま

した。それがこの作品のミステリアスな味付けとなっ

たのです。

「相思青花」の謎を追い続けた主人公の奈美が、

イスタンブールでの出会いから続く林輝南との縁を

成就したらしい最終行で、ああ恋愛小説だったのだ

と落ち着きました。なんというスケールの大きな恋

愛小説であることか。

2021.8.15 陳舜臣さんを語る会通信 NO.44 ＜３＞

［読書会感想文］ 「相思青花」を求めて壮大なジグソーパズル
そ う し せ い か

一葉の会 東広島市 吉川五百枝
いちよう き っ か わ い ほ え

［一葉の会］■呉市中央図書館又は東広島の順教寺
を会場に活動する読書会で、毎月１回開かれています。
講師は吉川五百枝先生（ひろしま子どもの読書ネットワー
ク協議会代表幹事）です。
『相思青花』は同会の2018年6月の課題図書です。

一葉の会のホームページに掲載された、先生並びに
会員の方々の感想文のなかから、失礼、僭越ではありま
すが、吉川先生の感想文を抜粋、再構成してここに使
わせていただきました。



2021.8.15 陳舜臣さんを語る会通信 NO.44 ＜ ４ ＞

陳舜臣さん、新聞連載小説は12本

稲
畑

『
相
思
青
花
』
は
新
聞
連
載

で
す
が
、
連
載
が
終
わ
っ
て
か
ら
単
行

本
に
な
る
ま
で
、
二
年
近
く
か
か
っ
て

い
る
ん
で
す
ね
。
原
題
の
『
波
の
残
影
』

で
新
潟
日
報
の
連
載
が
一
九
八
四
年
六

月
十
二
日
か
ら
翌
八
五
年
六
月
十
五
日

ま
で
。
改
題
し
て
講
談
社
か
ら
初
刊
本

が
出
た
の
は
、
八
七
年
二
月
で
す
。

陳

そ
れ
は
連
載
し
た
の
が
新
潟
日
報

だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
何
社

か
は
忘
れ
ま
し
た
が
、
他
の
地
方
紙
も

扱
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
新
聞

社
に
よ
っ
て
、
開
始
の
時
期
に
ず
れ
が

あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

は
新
潟
日
報
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
が

終
わ
り
か
け
た
こ
ろ
に
連
載
を
始
め
る

社
も
あ
る
。
全
部
が
終
了
す
る
の
を
待
っ

て
、
や
っ
と
単
行
本
に
な
る
ん
で
す
。

地
方
紙
向
け
に
小
説
と
か
随
筆
だ
と

か
、
文
芸
も
の
を
専
門
に
流
す
通
信
社

が
あ
り
ま
し
て
ね
。
『
相
思
青
花
』
は

学
芸
通
信
社
で
し
た
が
、
他
に
三
友
社

な
ん
か
が
あ
り
ま
す
。

作
家
は
通
信
社
か
ら
一
定
の
原
稿
料

を
受
け
取
り
、
通
信
社
は
各
地
方
紙
に

売
り
込
ん
で
ゆ
く
。
だ
か
ら
、
通
信
社

に
す
れ
ば
出
来
る
だ
け
多
く
の
社
が
飛

び
つ
い
て
く
る
よ
う
な
テ
ー
マ
と
か
、

書
き
手
が
い
い
ん
で
す
ね
。
二
、
三
社

と
れ
れ
ば
も
と
は
と
れ
る
ら
し
い
。
後

は
、
そ
こ
の
儲
け
で
す
。

地
方
紙
へ
の
作
品
は
学
芸
通
信
社
が

多
か
っ
た
ね
。
そ
こ
で
二
十
何
社
に
売

れ
た
と
、
こ
れ
は
最
高
記
録
で
す
、
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
『
夢
ざ

め
の
坂
』
だ
っ
た
で
す
か
ね
。

小
説
と
し
て
の
新
聞
連
載
は
、
十
一

本
書
い
た
ん
で
す
。
地
方
紙
で
も
比
較

的
大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
紙
が
連
合
し
た
七

社
会
と
か
、
北
海
道
、
中
日
、
西
日
本

で
固
ま
っ
た
三
社
連
合
と
い
う
の
も
あ

り
ま
す
か
ら
ね
。

中
に
は
二
年
半
も
続
い
た
作
品
も
あ

る
し
、
平
均
す
る
と
連
載
期
間
は
だ
い

た
い
一
年
で
す
ね
。

稲
畑

雑
誌
連
載
の
と
き
と
、
気
構
え

が
違
う
と
か
？

陳

同
じ
長
丁
場
と
い
っ
て
も
、
や
は

り
毎
日
の
こ
と
で
す
か
ら
ね
。
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
考
え
て
い
な
き
ゃ
い
け
な
い
、

と
い
う
ス
ト
レ
ス
み
た
い
な
の
は
あ
り

ま
す
よ
。
そ
れ
と
、
一
回
が
四
百
字
詰

め
原
稿
用
紙
に
し
て
三
枚
で
し
ょ
う
。

毎
回
、
そ
れ
な
り
の
ヤ
マ
場
を
作
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
全
体
の
流
れ
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
。

■
対
談
の
中
で
陳
舜
臣
さ
ん
は
、
「
一

番
最
初
は
孔
雀
の
道
だ
っ
た
。
あ
と
は

順
不
同
で
、
相
思
青
花
、
戦
国
海
商
伝
、

曼
陀
羅
の
人
、
桃
花
流
水
、
チ
ン
ギ
ス
・

ハ
ー
ン
の
一
族
、
天
球
は
翔
け
る
、
旋

風
に
告
げ
よ
、
風
よ
雲
よ
、
夢
ざ
め
の

坂
、
珊
瑚
の
枕
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
。
対
談
後
に
、
青
山
一
髪
が

あ
り
ま
す
。
合
計
12
作
で
す
。

陳
舜
臣
VS
稲
畑
耕
一
郎

第
一
面
か
ら
続
く

『波の残影』 新潟日報の連載予告(1984.6.9)


